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〝遠くの親戚よりも近くの他人〟… Yさん夫婦の幸せとは何か？

Yさん 89歳は、脱水症と肺炎にて病院へ入院した。

下肢筋力の低下もあり、歩行はお尻をすりながら移動しているため 褥瘡もできてしまっている。

入院中、病院の 相談員から 退院に向けて 関わってほしいと 連絡があり、病院へ 面会に行くと、

本人からは「大丈夫です。妻と２人で 生活できますから。歩けますので、何かあったら 助けてく

ださい。」と、頑固な一面を見せる。

高齢で 杖歩行の妻は心配で毎日タクシーを使って、面会に 1日も休むことなく行き続けた。

Yさんは 退院できる状態になったが、担当医から「サービスの調整をしないと退院許可は出せな

い」と言われる。自分たちだけで自宅に戻り、生活できないことがわかれば、サービスの導入を受

入れてくれるのではないかと、試行錯誤しながら担当医に試験外泊をお願いした。

外泊すると、2人で買い物に 出かけようとタクシーを呼び、3階から お尻をずりながら降り、なん

とかタクシーに乗り込み、スーパーには行けたが、具合が悪くなり救急搬送で病院へ後戻りした。

そして、誰かの助けがないと自宅での生活はできないことがわかり、退院後は、訪問看護で褥瘡処

置や排泄ケア、身体の清潔ケアを行い、訪問介護で洗濯や掃除、ゴミ出しを行った。

リハビリ担当者からは「介護ベッドを入れてほしい」と言われたが、部屋の中はゴミだらけでベッ

ドが入る隙間はなく、ゴキブリも散在している。片付けようとするも「それは必要なものだから捨

てないで。」と、確認しながら行う。

また、妻は掃除機の音で頭が痛くなるので思うように片づけは進まない。

サービスは導入できたが、極端に人の出入りを嫌がり、訪問診療の医師でさえ、「今日は大丈夫で

す」と、玄関先で断られることもあった。

Yさん夫婦とは 信頼関係がなければ継続的なサービスの導入ができないと考え、相性の良い職員

を担当にして、顔なじみの関係性を築くことに心がけて ケアを行った。

ある日、訪問で自宅を訪ねると「妻は銀行に行っている」と、心配で探しに行くと銀行で通帳の

印鑑を無くし困っている状況に遭遇してしまった。銀行に事情を説明し、妻と一緒に市役所へ行き

住民票をもって再度銀行で印鑑の変更手続きを行い、生活費をおろすことができた。金銭管理が難

しくなってきたので地域権利擁護の導入を促すも拒否が続いたため、地域包括支援センターに相談

中であった。子どもに恵まれず、兄弟は他界しており、認知症はあるものの誰かの支援があれば生

活はできる。

最期まで夫婦2人で仲良く家で暮らしたいという願いも強かった。

時間はかかったが、サービスへの拒否も少しずつなくなっていた矢先、警察から事業所に連絡が入

った。Yさんの 銀行口座から 150万円の現金が引き出される詐欺に遭って

いるので、関わっている人から事情を聴きたいとのことであった。

どうやら銀行のキャッシュカードを取りに来た詐欺師にカード

を渡してしまったらしい。

数日後にYさんの妻の姪夫婦が 30年ぶりに来て「訪問介護

が入っているのに部屋が汚い、どんな掃除をしているのだ」

などと文句を言う。

更に「訪問に関わった職員が詐欺の容疑者ではないのか」と

まで言われ、とても辛い思いをした。



利用者のご家族や
職員の子どもにも

マスクを作りました！

手作り
マスク制作中！
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誕生日会

ステキなプレゼントを

ありがとう！

その後、Yさんの サービスを 姪夫婦より 打ち切られ、Yさんは 病院へ入院し、

未納分の 利用料も支払うと言ったまま 未だに 連絡しても 音沙汰がない 状況だ。

Yさん夫婦と関り、1年半が経過したが、Yさん夫婦が高齢で認知症だからと、

30年以上も会っていなかった人が、身内だからと勝手に本人たちの想いを聴かずに

あれこれ決めていいという事は絶対にない。

介護に携わる誰もが、「この人のために」とやってきたことを家族や身内が自分たち

の都合のいいように決め、大どんでん返しをくらって嫌な思いを経験したことがあると思う。

そういう想いをした時が一番、悲しくなるときだ！

高齢であっても、認知症であっても、その人の想い、心を忘れてはならない。

いつも ステキな 笑顔を

ありがとう！

MOTHER′S DAY

感染対策へのご協力
ありがとうございます！

消えない…



緊急事態宣言 特別号

自宅の庭や温室には色とりどりの花が咲いています！

週間

どれも本物そっくり！

牛舎には子牛まで…

他にもまだ大きいお城も
あるのですが…
紹介しきれません！

99歳のMさんの息子さんは、手先が器用で以前からジオラマや模型

作りをして、家の中は宝物でいっぱいである。

今回、新型コロナウイルス感染拡大防止策として〝緊急事態宣言〟が

発表されたが、ステイホーム中にも趣味の模型作りは続けられ、自宅

に飾ってある作品を見せていただいた。

家の中で出来る素敵な趣味がある人はステイホーム中もうまく過ごせますが…。

皆さんは、この期間どのように過ごされましたか？

どれも
けっこう リアルで
すごいでしょ？

松本城は制作途中も見せてもらいました！

息子自慢のジオラマ
模型を紹介するよ！

電車の速度が手動で変えられるリアルさ！


